
サステナビリティ経営 脱炭素社会への貢献

　当社の主力商品である軸受やドライブシャフト、自然
エネルギー商品の環境貢献度を数値化し、よりグレード
の高い環境貢献商品の開発・提供により企業理念を具現
化するよう不断の努力を続けています。

取り組み成果の推移
　当社売上高の約5割を占める主要商品であるドライブ
シャフトおよびハブベアリングと、自然エネルギー商品
の2023年3月期のCO2削減貢献量は147.4万トンとな
り、近年の開発成果と言えるS～B-ecoグレード＊の環境
貢献商品の売上比は、2023年3月期には52.6％となり
ました。

環境ファクタ・環境効率の算出方法
　当社では、商品の環境貢献度を数値化するため、以下の
❶式および❷式で定義される環境ファクタおよび環境効
率を採用しました。

　製造現場の生産性向上に向けて、設備の稼働状態を監
視し、そのデータに基づいて的確かつ計画的にメンテナ
ンスや部品交換をすることで、設備のダウンタイム（稼
働停止時間）をできるだけ抑えたいという要望がありま
す。さらに近年では、DXやIoT技術の進展に伴って、場所
や時間の制約を受けない装置の遠隔監視や自動モニタ
リング、さらには、入手した状態監視情報の活用による
製造品質の安定化や向上へのニーズも高まっています。
　このような状態監視ニーズに対して、標準転がり軸受
に、軸受寸法および負荷容量を変更することなく、発電
ユニット、無線通信デバイスを内蔵し、温度・振動・回転
速度のセンシング情報を無線送信する「しゃべる軸受®」
を開発しました。軸受の回転により発電する電力を用い
て、センサや無線通信デバイスを動作させ、センシング
情報を自動で発信します。またセンサを軸受に内蔵して
いるため、装置ハウジングにセンサを外付けする場合に
比べ、感度よく軸受の状態を検出し、より早期での異常
検知が可能です。
　本開発品により、高度な状態監視を実現し、製造設備
の高効率化、生産性向上に貢献します。

　当社は、製紙用超大形軸受、鉄鋼用大形軸受、鉄道車両
用軸受など、さまざまな機械設備で使用された軸受の再
生事業への取り組みを進めています。これらのお客さま
からのご要求に対し、軸受技術ノウハウに基づく軸受の
最適な再生サービスを提供します。さらに、軸受の適切
な使用方法のトレーニングや設備の状態監視サービス
などもあわせて、「安全と快適の提供」や「エネルギーロ
スの低減」、「資源循環・汚染防止」などの当社グループの
マテリアリティに対する総合的な取り組みを拡大して
いきます。

製造設備の高効率化環境貢献商品の開発
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■  環境貢献商品グレード構成比の推移
　 （ドライブシャフトおよびハブベアリングなど）

■ CO2削減貢献量＊

＊1  D-eco品（最終製品のエネルギー損失低減に寄与し、かつ1997年頃の性能と同
レベルの商品）

*2  QFDの手法を用いて価値（最終製品でのCO2削減寄与を含む）を数値化
*3  気候変動対策への貢献を評価する観点から、環境負荷を「原料採掘～生産」で発

生するCO2量として算出（一般社団法人 日本自動車部品工業会の「LCI算出ツー
ル」を活用）
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【算出基準】 一般社団法人 日本自動車部品工業会　JAPIA LCI算出ガイドライン
（使用段階LCI算出ツール）

＊ S～C-eco商品が対象

*世界の技術水準を踏まえて商品ごとに定めた環境ファクタ基準に照らし分類
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ンテナンスがより重要になります。これらのサービス
をワンストップで提供できるモノ売り・コト売りの両
輪メーカとして、風力発電装置の市場拡大に貢献して
まいります。

水素
　水素は次世代エネルギーのひとつとして注目されて
おり、その活用のために「つくる、はこぶ、ためる、つか
う」のあらゆる場面で技術開発がグローバルで活発に進
められています。当社は、燃料電池自動車（FCV）の普及
に欠かせない水素ステーションの高圧水素圧縮機に用
いられる商品の適用開発を進めています。水素関連装置
に使用される機械部品は、水素暴露や高圧など特殊環境
下で使用されるため、より高信頼性、高耐久性が求めら
れます。
　当社では、軸受の軌道輪表面に硬質で微細な金属化
合物を多数分散させた新規鋼材を開発するとともに、
新たに開発した特殊熱処理技術を組み合わせることに
より、水素に起因する軸受の早期破損に対して、当社標
準軸受と比較して３倍以上の長寿命化を実現した耐水
素脆性軸受を開発し、サンプル試作および納入を開始
しました。
　また、当社の複合材料技術を駆使して開発した樹脂商
品が水素環境用シール部材として採用されています。こ
れら商品のさらなる高機能化に向けて、産学連携での開
発にも取り組んでいます。

風力発電の普及、水素化社会への貢献
　カーボンニュートラル社会の実現に向け、風力や太陽
光を利用して発電する自然エネルギーや、燃焼時にCO2

を排出しない水素エネルギーが、次世代のクリーンエネ
ルギーとして世界的に注目されています。
　風力発電分野では、洋上風力発電などを中心に、発電
装置の大型化が進み、メンテナンスが容易にできないこ
とから、従来以上に構成部品の高耐久性、高信頼性が求
められています。また、水素関連分野では、水素ステーシ
ョンなどの水素関連インフラで用いる転がり軸受や樹
脂商品の長寿命化が求められています。
　当社では、これら商品開発の取り組みにより、持続可
能な社会の実現に貢献します。

風力
　カーボンニュートラル社会の実現に向けて風力発電
事業が拡大しています。特に近年、風向の安定した海域
で洋上風力発電装置の設置が進んでいます。洋上風力発
電装置は、陸上に比べて大型化、かつ、構成部品の高耐久
性、高信頼性が求められています。これらのニーズに応
えるため、ころ表面に耐摩耗性に優れるDLC（ダイヤモ
ンドライクカーボン）被膜を形成した「左右列非対称自
動調心ころ軸受」を開発、市場展開し、転がり軸受の信頼
性を高めています。
　さらに、当社では風力発電の稼働効率向上を目的に、
風力発電装置用状態監視システム（CMS）である「Wind 
Doctor®」を用いた稼働状況を風力発電事業者に配信す
るサービスを提供しています。2022年、風力発電装置の
メンテナンスに特化した株式会社北拓（以下、北拓）と業
務提携し、風力発電向けのメンテナンス事業を拡大して
います。当社のCMSを設置いただいた風力発電事業者
に対して、異常傾向がみられた場合、情報配信するとと
もに、メンテナンスの必要性を提案します。その後、依頼
を受けて北拓と共同で風力発電装置を点検し、異常部位
の特定や、補修軸受の手配を一括して実施します。異常
検知、検査、補修までのサービスを一連で受けることが
できると、発電業者からご好評をいただいています。
　今後、増設が見込まれる洋上風力発電装置には、状態
監視の精度向上と正確なデータ解析に基づく適切なメ

Wind Doctor® 左右列非対称自動調心ころ軸受

耐水素脆性軸受

「脱炭素社会への貢献」に関する詳細は、Webサイトをご参照ください。
https://www.ntn.co.jp/japan/csr/idea/carbon-free.html

マテリアリティ 自然エネルギーを利用した持続可能な社会の実現
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